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1. 自 己 紹 介

私は琉球大学工学部情報工学科に所属する四年次の

学生である．自動でプログラムのバグを見付ける機構

が欲しいと思い，卒業研究はそのようなテーマで取り

組んでいる．

研究を進めるにつれ，プログラムのバグを見付ける

には仕様やテストを記述する必要があることを知った．

テストを記述するコストはおそらくプログラムを書く

コストと同じかそれ以上かかる．あくまで私はプログ

ラムのみでバグを見付けたかった．そのために，プロ

グラムの変更に着目することによりバグを見付ける手

法を提案することにした．

2. 卒業研究 と Category と Agda

私の研究においてまず問題となったのがプログラム

の変更を表現する方法だった．

そこで指導教員からプログラムに対する変更を

Monad によって表現するアイデアを頂いた．アイデ

アを実現するために取った過程を示したい．

まず，Monadとは何かを知る必要があった．Monad

はプログラミング言語 Haskell では型クラスとして用

意されており，まず型とは何かを知る必要があった．

そこで，Proofs and Types を指導教員と読むことと

なった．Proofs and Types では型と論理の対応につ

いて知ることができた．例題は証明支援系言語 Agda

によって記述した．Agda では項とその書き換えによ

る等式変形を意識することとなった．

型の整合性で記述する
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型の理論背景を知った後，次にMonadとは一体何か

知る必要があった．Monad は Category Theory から

computer scienceに持ち込まれたものであった．その

ために Category theoryを知る必要があった．Monad

には Monad則が存在する．Monad 則

3. 産業界に形式手法を普及するには

4. わたしのりそう

5. ま と め?


